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１　印西市紹介　
　 人口：１１万人　　　  （杉並区は58万人）
　　面積：１２３平方Km 　（杉並区は３４平方Km ）
　　鉄道：日本橋駅から千葉ﾆｭｰﾀｳﾝ中央　４０～５０分　（北総鉄道１９９０年開通）
　　　　　成田空港から千葉ﾆｭｰﾀｳﾝ中央　２０分　（北総鉄道２０１０年開通）
　　　　　上野から木下　約１時間　（JR常磐線と成田線）
　　住みやすい町：東洋経済で日本第1位に7年連続（2012 - 2018年）

　　　　　　　　　南部の北総鉄道沿いのニュータウンと北部のJR成田線添いの旧市街

　　　　　　　　　住みやすい町地区とデータセンターは南部地区

　　大学：東京基督教大学、東京電機大学（2018年北千住へ撤退し建物のみ有り）

　　　病院：日本医科大学千葉北総病院（ドクターヘリ出動回数日本トップクラス）

　　　新市長：藤代健吾１９８４年生　早大政経卒、２０２４年初当選、印西稲門会顧問



印西市の所在地図

北は利根川
東は印旛沼
西は手賀沼

南は北総鉄道
北はJR成田線



２　千葉ニュータウン開発の歴史
　　　　　　　　　

　  1966年　　「 理想的住宅都市を造る」国家的プロジェクトとして開始　　 
　　　　　　　千葉県庁の千葉ニュータウン計画（計画人口３４万人⇒失敗/現状１１万人）
　　　　　　　災害に強い地盤が評価され、ゆうちょ銀行、UFJ、みずほ銀行、労金他の計算センター設置
　  1970年代　 遠い、高い、不便等々の悪評判 
      1979年　　北総鉄道が新京成線に乗り入れ、ＪＲ松戸駅へ
　  1991年　　北総鉄道が京成高砂迄延長し、都心方面へのアクセスが大幅に向上
　  2001年　　「採算性の悪いプロジェクトの中止」閣議決定、ＵＲは地価下落により7300億円の含み損
　　　　　　　都市計画を変更して、土地売却を開始
　  2002年　　 DIYのジョイフル本田開業（年間2000～3000万人来客）　
　  2005年        国道464の一部　片側４車線化、内２車線は70ｋｍ/ｈ・交差点歩道無し
　  2014年　 　都市再生機構URが千葉ニュータウン事業から撤退　　　　　　 
　 　以降　　   巨大物流センターGoodman進出（総合賃貸面積80万ｍ2）
　　　　　　　 データーセンター進出

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　



３　データーセンターとは
データセンターは、企業や団体が膨大なデジタルデータを安全かつ効率的に管理・処理す
るための施設
基本的機能
　①　サーバーの運用・保管
　②　ネットワーク接続の管理
　③　電源・冷却システムの整備
　④　セキュリティ対策（Tier1～４で評価、詳細は添付資料参照）
利用企業
　①　クラウドサービス企業
　②　金融機関
　③　医療機関や研究所
　④　自治体・政府機関



10　データーセンターの陰の面　　

　　　
　 　　



３　AIには大規模データーセンターが必要



４　印西市にデーターセンターが集積する理由
　 （１）活断層が無い
　　（２）地盤が固い
　　（３）標高２０～５０ｍで洪水が無い
　　（４）未利用の平坦で広大な土地がある
　　（５）１２０万ＫＷの送電線と変電所が新設され電源供給が確保されている
　　（６）計画停電が無さそう
　　（７）海底ケーブル陸揚げ地に比較的近い
　　（８）Google進出による知名度増大
　　（９）都心と成田空港に近い
　　　　注）詳細は末尾の添付資料を参照
　　　　　　　



５　印西市のデーターセンター
　 
　　　多数の海外企業の進出



５　印西市のデーターセンター
　

進出企業の例
　大和ハウス工業　 DPDC印西パーク

　　　　　日本最大級のデータセンター

　　　　　14棟、総延床面積約330,000㎡　2025年

　　　　　敷地面積　約２７万㎡ 　　　　　

　　　　　合計電力需要　６００MW

　　　　コルトデーターセンター

　　　　　　２０１１年　第１棟

　　　　　　２０２５年　第４棟完成

　　　　　　合計電力需要　７０MW

　　　　　　非常用GT発電機　６000kVA

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　024年4月末の建設状況（出典：大和ハウス）

https://building-pc.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/chibainzai220411.jpg


６　印西市の税収例　　
　　市内のデーターセンター棟数：約２０棟
　　固定資産税　　　　　　　　：７６億円（２０１１年）
　　　　　　　　　　　　　　　：１１６億円（２０２１年）　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　    : １２６億円（２０２３年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　約５０％がデーターセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年度一般会計歳入530億円
　　固定資産税；地方税で普通税　自由に使える
　　　　　　　　税額は固定資産の評価額の１.４％（標準税率）
　　　　　　　　評価額＝前年度評価額ｘ（１－原価率）、最低限度額は取得価額の５％
　　　
　　Googleが日本でのデーターセンター投資に１０００億円
　　印西市にGoogleのデーターセンター2024年に開所

　
　 　　



７　国税庁規定の設備耐用年数
　　データーセンター　　　　５年（電算機、ネットワーク機器）
　　　　　　　　　　　　　１５年（電気・空調などの主要設備）
　　　　　　　　　　　６～１５年（無停電電源装置）
　　　　　　　　　　　　　５０年（鉄筋コンクリート建物本体）
　　
　　汽力・GT発電所  　　　１５年
       送電鉄塔　　　　　　　５０年
　　送電線　　　　　　　　４０年
　　蓄電池電源設備　　　　６年
　　原発　　　　　　　　　４０～６０年

　
　 　　



８　日本のデーターセンター

　データーセンター規模の表示は３種類
   （１）最大電力需要MWで表示
　（２）消費電力KWHで表示
　（３）床面積で表示
　



８　日本のデーターセンター
（１）　最大電力需要　全国



　（２）　最大需要電力（送電端）（千kW）　電力各社毎予測

出典；電力広域的運営推進機関



　（３）

データーセンタ
７割が東京圏設置
２割が大阪圏設置　



（４）データーセンターの最大需要電力MW　　

2025年　2,320MW

2030年　3,660MW

５年間で、1,340MW増加

前々頁の最大需要電力（送電端）（千kW）　
電力各社毎予測の合計では
2025年　159,412MW　
2030年　161,845MW

５年間で、2,433MW増加
需要増の約半分はＤＣの需要



（５） データーセンター・半導体工場の最大需要電力

最大需要電力　
　2024年　　８４万KW

　2033年　５３７万KW

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　出典；電力広域的運営推進機関



（６）電力消費量kwhで表示

ChatGPTはGoogle検索の１０倍の電力消費(出所IEA）

• 　　　　　　



（７）床面積で表示

　



９　データーセンターの課題
　　（１）窓のない巨大な建物が地域の環境を損なう可能性がある
　　　　　（日野市、江東区、流山市、柏市、印西市で設置反対の動き）
　　（２）巨大な発熱施設が地域の自然環境を損なう可能性がある
　　　　　DCの排熱は消費電力の約半分で、巨大である
　　　　　２９年度新設から省エネ法に基づく省エネ義務化
                 データセンターにおけるエネルギー使用量の合計（kWh）を、 データセンター　　　　　　　  におけるIT機器エネル

ギー使用量の合計（kWh）で割った値 １．４以下
　　（３）雇用拡大は少ない　　
   　 （４）ＤＣ設置の７割は東京圏、２割は大阪圏で、東南海地震時のＤＣ継続性に疑問がある
    　 （５) オール光ネットワーク化への対応、ＤＣ分散立地、ハブ機能化
　　 （６）震災時国際海底ケーブル切断への対策　東日本大震災時ＮＴＴは７本中６本切断
　　　　　復旧に４ケ月、ＫＤＤＩは８本中７本切断、復旧に５ケ月
　　（７）電力供給に不安
　　　

　 　　



９　電力供給に不安
　　データーセンター建設期間は短い：数年で完成
　　発電所建設期間は長い：建設（LNG4～６年）+環境アセスメント３～４年
　　原発再稼働が難しい：柏崎刈羽７号機1356MW　2025年から2029年へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テロ対策施設完成遅延）
　　　　　　　　　　　　柏崎刈羽６号機1356MW　2025年再稼働は難しいか　
　　老朽火力の廃止が増加；全国で2023年度までの７年間で発電能力10％減少
　　　　　　　　　　　　　首都圏では火力発電所の10％が老朽化

　　　2026年運開の川崎LNG120万kwと2029年運開の東ガスLNG195万　kw以外の新設は
当面無い

　　　　　　　　　　　　　全国では２5年度以降は新設よりも休廃止が上回る
　　　　　　　　　　　　　（東電は運開後4０年で老朽化と分類）　
　　　　　　　

　
　 　　



添付資料
①　関東地方の活断層分布図
②の１　地盤が固い北総台地
②の２　首都圏直下型地震時の震度分布図
③　標高２０～５０ｍで洪水が無い
④　未利用の平坦で広大な土地がある
⑤　１２０万ＫＷの送電線と変電所を新設し電源供給が確保
⑥　計画停電が無さそう
⑦　海底ケーブル陸揚げ地
⑧ 東電(JERA)の関東地方の火力発電一覧
⑨ Tierの概要　



①関東地方の活断層分布図
　　　　　　　

　　赤線が活断層を表す　　
　　青矢印は印西市の位置を示す



②の１地盤が固い北総台地

千葉県において地震に強い地域は、
下総台地上にある地域と言われています。 
下総台地は千葉県北部に位置し、標高が20mから
50mの丘陵地帯であり、富士山や箱根の山々から
の火山灰が堆積した「関東ローム層」で形成された
強固な地盤です。 したがって、地震の揺れに強く、
津波による被害が起きにくい地域だと言えます。

市川市公式ウエブサイトより　　　　　　　　　　　　　　



②の２　首都圏直下型地震時の震度分布図
　 　　
　　印西市の震度　　５強
　　都心の震度　　　６強
　　東京西部の震度　６弱
　　青矢印は印西市の位置を示す



③　標高２０～５０ｍで洪水が無い

印西市HPより
　
　　　　　
　　



④　未利用の平坦で広大な土地がある
　　　
　　　　　
　　



⑤の１　１２０万ＫＷの送電線と変電所を新設し電源供給が確保

送電線用トンネル掘削・送電線敷設・変電所工事

　トンネル：　長さ　 １０.５ｋｍ、直径　　４.８ｍ

　送電線：　　電圧　 ２７５／６６KV 

　　　　　　　容量　 ２０２４年　６００MW　

　　　　　　　　　　 ２０２７年　１２００ＭＷ　　

　新設変電所名：　千葉印西変電所　超高圧変電所としては２４年ぶりの新設

　工事期間：　２０２１年　環境影響評価・設計開始

　　　　　　　２０２３年　トンネル掘削開始

　　　　　　　２０２４年　送電線敷設開始

　　　　　　　２０２７年　工事完了

　　　　　　　　　　　　

　　



⑤の２　120万ＫＷの送電線と変電所を新設し電源供給が確保

印西地域の２０２７年の需要
は２０１７年の６倍と予測　
(東電パワーグリッドより）



⑤の４　電源供給が確保

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典）東京電力パワーグリッド

　　



⑤の５　電源供給が確保されている

10.5km続く洞道に設置された

275kVの超高圧の電気を通す地下ケーブル

　（出典）東京電力パワーグリッド



⑥　計画停電が無さそう

印西市は東日本大震災の計画停電が無かった

その理由は不明だが下記の事が考えられる
　①　金融機関・保険会社の事務処理計算センターが多数ある
　②　北総地区の拠点病院の日本医科大学千葉北総病院がある。ドクターヘリの拠点
　③　北総鉄道がある
　④　海上自衛隊北総航空基地がある

今後、万が一大震災が発生した場合は、近年データーセンターが多数設置されたので、更に計画停電の可
能性は小さいと想定している

　　



⑦　海底ケーブル陸揚げ地

     国際海底ケーブル陸揚げ地は　

　南房総、志摩、北茨城に集中

　日本周回海底ケーブルが2026年

　運用開始開始

   

    黄色〇：ＤＣ中核拠点

　赤実線：日本海ケーブル

　赤破線：ハブ機能強化に資する

　　　　　海底ケーブル
　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 

　　　

　　　　　

　　



東電(JERA)の関東地方の火力発電一覧（１）
　



東電(JERA)の関東地方の火力発電一覧（２）



東電(JERA)の関東地方の火力発電一覧（３）



東電(JERA)の関東地方の火力発電一覧（４）



Tierの概要

ティア 特徴 稼働率（年間） ダウンタイム目安

Tier 1
最も基本的な構成。冗長
性なし 約99.671% 約28.8時間

Tier 2 一部冗長構成あり 約99.741% 約22時間

Tier 3
冗長構成でメンテナンス
中も稼働可能 約99.982% 約1.6時間

Tier 4
完全な冗長性とフォール
トトレランス 約99.995% 約26.3分



その他参考資料

①　総務省　データーセンター等のデジタルインフラ整備の現状と課題
②　佐々木健一　データーセンターの光と影　前篇・後編
③　日本政策投資銀行　データーセンター業界の最新の動向
④　データーセンター一覧　

　　 データセンター一覧 - JDCC 日本データセンター協会

https://www.jdcc.or.jp/dclist/
https://www.jdcc.or.jp/dclist/
https://www.jdcc.or.jp/dclist/
https://www.jdcc.or.jp/dclist/
https://www.jdcc.or.jp/dclist/
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